
2 － 5　青森県岩木山周辺の地震活動
Seismic Activity in Mt. Iwaki District, Aomori Prefecture

青森県（一戸時雄紹介）
Aomori Prefecture 

（introduced by Tokio Ichinohe）
　1970 年 1 月 9 日に発生した青森県津軽地方の地震（ M ＝ 4.5 ）の前後から，岩木山山麓の獄

温泉で泉温の上昇が認められ，さらに同年 10 月頃岩木山西側山腹の赤沢で噴気のため樹木が枯

死し，動物が毒死するなどの異常現象が目撃された。これらの異常現象は岩木山の噴火活動と

関係があるのではないかとの疑いがもたれたため，地質学，火山物理学，地震学等の専門家に

よって種々の調査が行なわれた。

　一方，これら専門家の調査とは別に，青森県では万が一噴火した場合の災害防止の立場から，

岩木山の地下活動の情報を得るために必要な最小限の常時観測は，これを県の事業として実施

することとなり，消防防災課が主体となって，1970 年 12 月に嶽温泉 2 ヵ所において泉温の常時

観測を開始し，1971 年 3 月には高感度地震計 1 成分を岩木山麓に設置して地震活動の常時観測

を実施し，今日に至っている。観測地点の位置，観測器械の種類および性能等は第 1 図，表 1

～ 5 および第 2 図に示したとおりである。

　これらの観測結果のうち 1971 年の分は既に発表されており 1 ），その後の分も間もなく発表さ

れる予定なので，ここでは，観測開始以来最近までの地震活動の変化の概要を報告するに止め

る。第 3 図は嶽温泉における月別の日平均地震回数の変動を表わしたもので，1972 年 11 月から

急に地震が多くなったことを示している。第 4 図はそれ以降について，日別の地震回数を表わ

したものである。

　訂正：1 月 22 日の地震予知連絡会で配布した「嶽温泉における日別地震回数」の 1egend

　　　　で，（ 記録紙上の振巾が 2 ㎜以下のもの ）および（ 記録紙上の振巾が 2 ㎜以上のもの ）

　　　　とあったのはいずれも誤りなので，本稿第 4 図の legend のように訂正します。なお，

　　　　グラフの数値も多少変っています。

参　　考　　文　　献

1 ）青森県：岩木山地震観測結果報告，1972 年 3 月。
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表 1　泉温の測定場所

表 2　泉温の測定器械

表 3　泉温の測定時刻および測定者氏名

表 4　地震の観測場所
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表 5　地震の観測器械

第 1 図　観測点分布図　T：泉温測定点　S：地震観測点
Fig. 1　Distribution of the observing stations 
	 T：Observing stations on the water temperature of hot springs 
	 S：Seismometric observing stations
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第 2 図　地震計の倍率特性曲線
Fig. 2　Characteristic magnification curve of the seismograph

第 3 図　嶽温泉における月別日平均地震回数
Fig. 3　Monthly mean of the numbers of the earthquakes observed at Dake-onsen
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第 4 図　嶽温泉における日別地震回数（ P ～ S ＜ 5sec. のもの ）
Fig. 4　Daily number of the earthquakes （P-S＜ 5 sec.） observed at Dake-onsen
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